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こ の た び の 熊 本 地 震 並 び に 千 葉 豪 雨 に よ り 被 災 さ れ た 皆 さ ま に 心 よ り お 見 舞

い申し上げま す。  

現在会員登録数 4,745 人さま。次号は９ 月 25 日発行の予定 で す／  
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●「おはなし モノレ ール」参加申 込受付 中  

大阪モノレー ル「万博 記念公園駅 」から「 彩 都西駅」ま で、貸切 モ ノレールに

乗って絵本や おはな しを楽しみ、 彩都の 会場で人形劇 を観る イベントです 。  

◇開催日： 10 月４日 （日）  

Ａコース＝ 12： 25～ 14： 25、Ｂコース＝ 13： 35～ 15： 35 

◇対象：５歳 ～小学 ３年生（保護 者同伴 ）  ◇定員： 240 人  

◇参加費：一人 500 円（子ども・ 大人同 額）  

◇申込締切： ９月 14 日（月）＜定 員を超 えた場合は抽 選しま す＞  

※詳細、お申 し込み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Noriko's Talk 

*****************************************************************  

『もりもりの 出版社』 まはら三桃 、工藤純 子、廣嶋玲 子、菅野 雪 虫、濱野京

子 /著  講談社  2026 年 7 月  対象年齢： 小学校高学年 以上  

 

＊今回のゲス トは日 中児童文学研 究者の 浅野法子さん （Ｎ） です。  

 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


概要：小学５年生 の５ 人が、総合出版社 と言 われる森々館（し んし んかん）へ

会 社 見 学 に 行 き 、 そ れ ぞ れ が 体 験 し た こ と を 章 ご と に 異 な る ５ 人 の 視 点 で

５ 人 の 作 家 が 描 く 連 作 集 。 建 築 士 に な り た く て 森 々 館 の 旧 館 に 興 味 の あ る

ユリア（「み えるもの しか信じない 」）、マ ンガ家志望の 陽向（ ひなた）（「マ

ンガの神さま 」）、「 た りぃ」が口癖の 真吾（「監禁部屋 は開ける べ からず」）、

体 育 会 用 の う ち わ に ク ラ ス で 嫌 い な 子 の 顔 を 描 く よ う に 依 頼 さ れ て 困 っ て

いる本好きの 夕凪（ゆ うな）（「嫌いだか らね 」）、編 集長をめざ す心 春（こは

る）（「 本当の願い 」）の５人が登場 する。見学では、アニメ の 主人公のコス

プ レ の 男 性 と 、 白 い ロ ン グ の ワ ン ピ ー ス 姿 の お 姉 さ ん に 案 内 し て も ら い 、

時 に 不 思 議 な 世 界 に 迷 い こ ん で 、 そ れ ぞ れ 自 分 自 身 に つ い て 新 し い 発 見 を

する。  

 

Ｎ：５人の作 家によっ て書かれてい るのに、同じ場所、共 通する登 場人物がで

てきて、ひと まとま りのお話にな ってい るのに驚きま した。  

Ｙ ： 出 版 社 へ の 会 社 見 学 が 題 材 に な っ て お り 、 こ の 本 を 通 し て 総 合 出 版 社 の

様子、本がどのよ うに して創られる かがわ かるところも 興味深 かったです 。

森 々 館 の モ デ ル は 講 談 社 か な と 思 い な が ら 読 み ま し た 。『 あ し た の ジ ョ ー 』

（ 高 盛 朝 雄 /原 作 、 ち ば て つ や /漫 画 ） や 『 ブ ル ー ロ ッ ク 』（ 金 城 宗 幸 /原 作  

ノ村優介 /漫画）を 思 わせる作品な ども 出 てきましたね 。  

Ｎ ： ５ つ の ス ト ー リ ー に は 会 社 見 学 に 参 加 し た ５ 人 の 人 物 が そ れ ぞ れ 主 人 公

に な っ て い て 、 そ れ ぞ れ が 出 版 社 見 学 を 通 し て 自 分 の 中 に あ る 課 題 を 解 決

するという展 開も読 み応えがあり ました。そして、ただ、出版社 内のことだ

け で 終 わ る の で は な く 、 会 社 見 学 の あ と の 運 動 会 が 描 か れ て い た り 、 下 の

階 に 降 り て い く と タ イ ム ス リ ッ プ し て い た り す る の も お も し ろ か っ た で す 。 

Ｙ：どの作品 がいち ばん印象に残 りまし たか。  

Ｎ：ど れもおもし ろか ったので、迷いま すが 、やる気のない真 吾が 、昭和にタ

イ ム ス リ ッ プ し て 、 会 社 内 の 監 禁 部 屋 で 推 理 小 説 を 書 く 作 家 に 出 会 う 「 監

禁部屋は開け るべか らず」（廣 嶋玲子） で しょうか。  

Ｙ：私は、自 分のマン ガがすばらし いと信 じて、無理矢 理持ち込 みをしようと

して、社 員食堂の花 子 さんに言われ て自分 の作品のつま らなさ に気づく「マ

ンガの神さま 」（ 工藤 純子）が印象 に残り ました。いか にも小 学５年生ぐら

い の 子 ど も の 思 い 込 み の 激 し さ が 描 か れ て い る 点 と 、 友 だ ち 関 係 が 織 り 込

まれている点 がおも しろかったで す。  

Ｎ：どの子も 周りに いそうだなと 私も思 いました。  

  ところで 、この 作品は、 2006 年にデビューした同 じ５人 の作家が書い た

連作集のシリ ーズの ５冊目です。 デビュ ー 20 周年とのことで 、ベテランの

筆の力を感じ ました 。  

Ｙ：『ぐるぐるの 図書 室』（ 2016 年 10 月）、『ぎりぎり の本屋さん 』（ 2018 年 10

月）、『じりじ りの移 動図書館』（ 2020 年 7 月）、『くらく らのブ ックカフェ 』

（ 2024 年 9 月、すべ て講談社 ）で すね。 シリーズで気 になっ た本はありま

したか。  

Ｎ：異次元へ 行ったり 、過去や未来 に行った りするなど、移動図書 館であるこ

とがうまく使 われた ストーリーが おもし ろかった『じりじ りの 移動図書館 』

が特に印象に 残りま した。  

Ｙ ： ま す ま す 筆 の の っ て い る 作 家 の み な さ ん に 、 ぜ ひ 、 次 作 も 期 待 し た い で

す。本にま つわる連作 集、次は一 箱本棚？  家庭文庫？  ブックバ ー？  古書

店？と期待が ふくら みます。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 131 回  「種山ヶ 原の夜」  



 方言の劇を 生きる  

 

宮沢賢治がの こした ４編の戯曲の 一つで す。 1924（大正 13）年８月に花巻 農

学校の生徒を 指導、演 出して上演さ れたと いいます。種 山ヶ原は 、北上山地南

西部に広がる 放牧地 です。  

 

幕が開くと、舞台 は、まだ真っ暗な 夜。中央 に草小屋があ り、伊藤 奎一と日雇

草 刈 一 、 二 が 小 さ な 焚 火 を か こ ん で い ま す 。 牧 草 地 見 廻 人 は 、 ね む っ て い ま

す。つぎが劇 のはじ まりです。  

 

〈伊藤、（ 暫
しば

らく遠い 風 の音を聞いた 後）  

「又
まだ

少し風の 方向
む ぎ

ぁ、変わ ったようだな 。晴れ るべが。」  

 日雇一「なぁ に、あ でにならなぃ だ ん す。夜明げ近ぐづ もな、風 もぶらぶら

ど行ったり来 たりす るもんだもす 。」  

 伊藤「とに かくず いぶん寒ぐな た。」  

 日雇二「した、霽
は

れる がもしれなぃ じゃぃ。斯
こ

う寒ぐなて、風も 西に 変われ

ば。」〉  

（ルビ原文）  

 

やがて、見廻 人たちは 、風の音にま じって馬 の声が聞こえ る、馬が 迷っている

といって、そこ を出て いってしまい ます。― ―「草刈二（見 廻人を 起こす）「 じ

ゃ、起ぎろ、 馬居だ 、起ぎろ。」  

 

ねむそうで 、「ば るこ く  ばららげ  ぶら んど／ぶらん どぶら んど……」とふ

しぎな歌をう たって いた伊藤は、ひとりの こって、夢の なかで林 務官と「笹戸

のどご」の払 い下げの 話をし、楢や 樺や柏の 樹の霊とも交 流しま す。樹の霊た

ち は 神 楽 の よ う に う た い 、 伊 藤 に 笹 戸 を 払 い 下 げ し た ら 「 一 本 も 木 伐 ら な ぃ

てよ」と約束させ よう とします。宮津博 が「 賢治の戯曲の 妙味」と したことで

すが、「現実 世界と夢 幻世界の混交」が 自 然に行われま す（宮 津「賢治の四篇

の戯曲」 1958 年）。  

 

このほかの三 つの戯 曲「飢餓陣営 」「 ポラ ンの広場」「 植物医師 」とちがって、

「種山ヶ原の 夜」は 、全編方言の会話 で 展開します。冨田 博 之は、「かな り徹

底した方言の 劇」と しました（ 冨田『 賢治 と南吉の演劇 世界』 1991 年）。日本

語表記の体系 は共通 語に見合った もので、方言は、本来、文字 を もたない「声

の文化」で す。それ で も、賢治は 、ルビな ど も駆使して 、方言で書 いていきま

す。方言とい いました が、ここに記 されてい るのは、賢治 や花巻農 学校の生徒

た ち に と っ て は 「 母 語 」 に ほ か な り ま せ ん 。 そ れ ぞ れ の 役 を 演 ず る 生 徒 た ち

は、文字のむこう から「母語」の声を聞き 取 り、身についたこ とば で劇を生き

たことでしょ う。（ 馬 車別当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８６  

*****************************************************************  

 

「未央、つか んで！ 」  

 葉月は、夢 中で目の 前にゆれてい る、光る くらげの足を つかん だ。一瞬遅れ



て、未央もつ かむ。  

くらげの頭が 、光りな がらパッと開 いた。落 下傘のように なって、ゆっくりと

宙をただよう。葉 月と 未央は、くらげの 足に しがみついた。そ のま ま、ゆらゆ

らと舞い続け る。  

「……よく、 思いつ いたね」  

 未央が、恐 る恐る 声を出した。  

「これも、本 に書い てあったよ。 思い出 すのがぎりぎ りで … …ごめん」  

「そういえば 、本屋 さんの子も 、『ぎり ぎ り』って言っ てたね 」  

 言われて、 あの不 思議な男の子 のこと を思い出した 。  

 

（工藤純子「思い出の かみかくし 」 『ぎ り ぎりの本屋さ ん』まは ら三桃、菅

野雪虫、濱野 京子、 工藤純子、廣 嶋玲子 /著  講談社  2018 年 10 月  p.158） 

 

対 談 で 紹 介 し た ５ 人 の 作 家 の 本 に ま つ わ る 連 作 集 シ リ ー ズ の ２ 冊 目 か ら の 引

用 で す 。 こ の 本 は 、 小 さ な 町 の 小 さ な 商 店 街 を 抜 け て 路 地 に 入 っ た と こ ろ に

あ る 小 さ な 本 屋 さ ん が 舞 台 に な っ て い ま す 。 小 学 ５ 年 生 の 子 ど も た ち が 本 屋

さ ん で 、 や は り 小 学 ５ 年 生 ぐ ら い の 青 い エ プ ロ ン を 着 け た 店 主 に 出 会 い 、 不

思議な体験を します 。  

 

「 思 い 出 の か み か く し 」 は 、 主 人 公 の 葉 月 が ク ラ ス で キ ラ キ ラ し て い る 梨 々

花 の グ ル ー プ に 声 を か け ら れ て 、 親 友 だ っ た 未 央 と ぎ く し ゃ く し て し ま う 様

子を描いてい ます。葉 月は、本屋さ んで子ど もの頃に好き だった『 思い出のか

みかくし』と いう本を 見つけます。初めて見 たときは買わ ず、２回 目に買おう

と思ったら未 央が買 ったことを知 り、追い かけたところ で、二人 は、洞窟のよ

うなところに いて、『 思い出のかみ かくし 』の作品世 界へと迷 い込みます 。葉

月 が 本 の 内 容 を 一 所 懸 命 思 い 出 す 中 、 妖 怪 み た い で 、 忘 れ ら れ た 思 い 出 を う

ばうかくし神 が追い かけてきます 。  

 

引用は、葉月がか くし 神につかまる「ぎ りぎ り」前に、本の内容 を 思い出し、

二人でくらげ をつか んだところで す。そこ から、二人は 、かくし 神のすみかへ

たどりつき、そこ で、『思い出のかみか く し』の本を見つけ、二 人で協力して

何とか本を取 り戻し、元の世界へ戻 ります。そして、友情 関係を確 かめ合いま

すが、そこには、別 れ が待っていま した。こ こで、本の内容を 知ら ない未央が

なぜ、『思い出 のかみ かくし』を買おうと し たのかの理由 も明ら かになります 。

作品全体から 、友だ ちとはどうい う存在 かを考えさせ てくれ ます。  

 

もともとこの 本全体 が「ぎりぎり 」をテー マにしており 、書店の 名前の看板も

かすれていて「ぎり ぎ り」と読めそうだと い う言葉遊びの 要素が ありますが、

ほかにも、「 紙かくし 」と「神かくし」など の 同じ要素が ある点 も興味深いと

思いました。改め て 読み直して 、『もりも りの出版社』同様、同 じ舞台や重な

る 人 物 が 登 場 し な が ら 、 多 様 な 世 界 が 描 か れ る 楽 し い ア ン ソ ロ ジ ー を 楽 し み

ました。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

姫 路 文 学 館 で ９ 月 ６ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 「 西 巻 茅 子  ラ ラ ラ ン  ロ ロ ロ ン  

すてきな  げんがて ん 」に行ってきま した。絵本８作品を 対象に、リトグラフ、

水 彩 、 刺 繍 な ど 多 彩 な 手 法 で 描 か れ た 原 画 や ラ フ ス ケ ッ チ が 展 示 さ れ て い ま

し た 。 ３ 会 場 に 分 か れ て お り 、 第 １ 会 場 の 対 象 作 品 は 、『 は け た よ は け た よ 』

（神沢利子 /文  偕成 社  1970 年 12 月）、『わたしのワ ンピー ス』（こぐ ま社  

1969 年 12 月）、『ち いさなきいろ いかさ 』（もりひさし /シナリ オ  金の星社  

1971 年 2 月）で、第 ２会場には「 わたし もワンピース 」とし てうさぎの顔 は



めパネルが設 置され ており、第３ 会場の対 象作品は、『ボタン の くに』（な かむ

らしげお /文  こぐ ま 社  1967 年 8 月）、『 ちいさな星の 子と山 ねこ』（こ ぐま

社  1987 年 6 月）、『 あいうえおは よう』（ こぐま社  2003 年）、『ぞうさん』

（まどみちお /詩  こ ぐま社  2016 年 3 月）、『えのす きなねこ さ ん』（童心 社  

1986 年 2 月）でした 。  

 

西巻茅子は 、1939 年生まれで、東京芸術大 学卒業後、「子ど もの アトリエ」を

開 き 、 子 ど も に 美 術 を 教 え て い ま し た 。 リ ト グ ラ フ を 学 ん で 賞 を も ら っ た こ

と を き っ か け に 、 リ ト グ ラ フ の 作 品 で あ る 『 ボ タ ン の く に 』 が 出 版 さ れ ま し

た。展示されてい た原 画は、色合いが美 しく 、刷っている工程 の動 画や『ボタ

ンのくに』の ジオラ マもあって興 味深か ったです。  

 

今 も 子 ど も に 大 人 気 で 、 大 き く 紹 介 さ れ て い た の が ３ 作 目 の 絵 本 『 わ た し の

ワンピース 』でした 。解説に、言 葉にたよら ず「絵がお はなしを語 る」新しい

ス タ イ ル の 絵 本 を つ く り た い と い う 思 い で 作 ら れ た と あ る よ う に 、 ワ ン ピ ー

ス の 模 様 が 背 景 の 変 化 と と も に 次 々 に 変 わ る 繰 り 返 し が 視 覚 的 に 楽 し く 、 そ

れを、「ラララン  ロ ロロン」と いうリズミ カルな言葉が 支えて いるように感

じました。  

 

『はけたよは けたよ』は、原画で見るとア ク リルとクレヨ ンで描 かれており、

パ ン ツ が う ま く は け な い ま ま 外 に 出 た た つ く ん と 出 会 っ た 動 物 た ち に し っ か

り と し た 存 在 感 が あ り な が ら も 、 デ フ ォ ル メ さ れ て い る こ と で 、 ユ ー モ ラ ス

で子どもが信 じられ る世界になっ ていま す。  

 

手 に 取 れ る 本 も た く さ ん あ り 、 あ ら た め て 、 西 巻 茅 子 ワ ー ル ド を 堪 能 し ま し

た。一見、子どもが 描 くような絵に 見えな がら、確かなデッ サン 力と、子ども

が 親 し め る 線 で 描 か れ た 省 略 や 誇 張 が あ る か ら こ そ 、 私 の 子 ど も 時 代 か ら 今

までずっと愛 されて きたんだなと 思いま した。（Ｋ ）  

 

姫路文学館  https://www.himejibungakukan.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち   

*****************************************************************  

第７章  天沢 退二郎 先生  

その１  『犬 のバル ボッシュ』（上）  

 

1982（昭和 57）年３ 月 13 日の夕刻、パリ 10 区ボン・ヌーベル の韓国料理「 竹

園」で私たちが食事 を はじめたころ、日本 人 の男性ふたり が店に 入ってきて、

となりのテー ブルに 案内されまし た。ひと りは、天沢退 二郎先生（ 1936～ 2023

年）でした。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜これまでの 連載は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

ストーリーコ ンペ  第 ３回（キー ワード「ト ビウオ」「くつ下 」、7/31 締切）の

応募作品 39 編の中か ら、富安陽子 理事長 が選んだ５作 品を発 表します。  

https://www.himejibungakukan.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


 

Ａ「恐竜がジ ャンプ する 」  

Ｂ「じっちゃ んの海 にかかる橋 」  

Ｃ「セールス マンの デルタさん 」  

Ｄ「トビウオ 姫とく つ下王子 」  

Ｅ「なきすな 駅のベ ンチ 」  

 

こちら↓に作 品を公 開しています 。作者 名は伏せてい ます。  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#192_5sakuhin  

※ご自分の作 品が選 ばれた場合、 結果発 表までは公表 をお控 えください。  

 

読んで、いち ばんお もしろいと思 った作 品にぜひ投票 してく ださい！  

投票はどなた でもし ていただけま す。（ １ 人１作品のみ ）  

◇投票期間： ８月 20 日（木）～９月 30 日（水）  

 投票はこち らから →  https://forms.gle/STMPLm7vwRuaSeUr9  

 

みなさんの投 票を集 計し、 10 月 20 日発行のメールマガ ジン NO.194 で、上位

２ 作 品 を 発 表 し ま す 。 同 じ 条 件 で 書 い た 、 富 安 陽 子 理 事 長 の 作 品 も 公 開 し ま

す。お楽しみ に！！  

 

＜詳細はこち らをご 覧ください＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● JBBY 子どもの本の 翻訳フォーラ ム 「平 和を考える－ 翻訳家 の立場から 」  

講師：愛甲恵 子（ペ ルシャ語）、宇野和 美 （スペイン語 ）、野 沢 佳織（英語）  

日時：９月６ 日（日 ）  14： 00～ 16： 30 

場所：オンラ イン（ 見逃し配信あ り）  ※有料、要申 し込み  

主催：（一 財）日本 国 際児童図書評 議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 も り も り の 出 版 社 』

をプレゼント します。ご希望の方は、プ レゼ ント応募フォ ームか ら、（ 1）お名

前  （ 2）郵便番号・住 所  （ 3）電話番号  （ 4）メールア ドレス 、よ ろしければ  

（ 5）このメルマガ の ご感想をお書 きのう え  ご応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は９月 10 日（木 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

近年の夏の厳 しい暑 さには参って しまい ます 。そんな 中、最 近購入した晴 雨

兼用の傘がと ても重 宝しています 。夏の 高校野球は 、「ドー ム じゃダメな

の？」との声 も聞こ えてくるほど の暑さ です。未来の 環境の ために、でき る

ことを一つず つして いきたいと思 ってい ます 。（Ｔ Ａ）  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html#192_5sakuhin
https://forms.gle/STMPLm7vwRuaSeUr9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A


━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

